
第
７
回
埼
玉
フ
ェ
ス
タ
が

去
る
10
月
12
日
（
土
）
、
13

日
（
日
）
の
両
日
、
放
送
大

学
創
立
30
周
年
記
念
行
事
と

併
せ
て
開
催
さ
れ
、
両
日
と

も
に
、
普
段
の
学
習
セ
ン
タ
ー

と
は
違
っ
た
賑
わ
い
を
見
せ

て
、
成
功
裏
に
終
了
し
た
。

前
向
き
な
「
学
び
・
語
り
・

集
い
・
創
る
」
熱
意
、
協
力
・

行
動
力
の
結
集
に
よ
る
大
き

な
成
果
で
あ
っ
た
。
学
習
セ

ン
タ
ー
教
職
員
、
学
生
団
体

（
サ
ー
ク
ル
）
、
同
窓
生
、

同
好
会
関
係
者
達
が
一
体
と

な
っ
た
努
力
の
賜
物
で
あ
る
。

1
日
目
・
12
日
（
土
）
は

講
堂
で
、
ソ
シ
ア
ル
ダ
ン
ス
、

オ
カ
リ
ナ
演
奏
、
民
話
の
お

話
「
山
椒
大
夫
」
が
行
わ
れ

た
。
ま
た
、
第
１
講
義
室
で

は
、
公
開
勉
強
会
「
連
句
を

楽
し
も
う
」
、
D
V
D
オ
ペ

ラ
鑑
賞
会
「
ホ
フ
マ
ン
物
語
」

の
ほ
か
、
放
送
大
学
創
立
30

周
年
記
念
特
別
企
画
と
し
て

埼
玉
学
習
セ
ン
タ
ー
主
催
の

「
卒
業
生
・
在
校
生
に
よ
る

放
送
大
学
で
の
学
び
を
語
る

会
」
が
催
さ
れ
た
。

2
日
目
・
13
日
（
日
）
は

講
堂
で
、
午
前
は
健
康
体
操

研
究
会
の
「
経
絡
体
操
・
ベ

リ
ー
ダ
ン
ス
」
が
行
わ
れ
、

午
後
に
は
岡
部
洋
一
学
長
の

放
送
大
学
創
立
30
周
年
記
念

公
開
講
演
会
「
登
山
の
科
学
・

ス
キ
ー
の
科
学
」
に
在
校
生
、

同
窓
生
な
ど
大
勢
の
聴
衆
が

参
加
し
て
、
盛
大
に
開
催
さ

れ
た
。

一
方
、
第
1
講
義
室
で
は

朗
読
の
会
の
「
朗
読
劇
・
し

た
き
り
雀
ほ
か
」
の
催
し
、

実
習
室
で
は
P
C
教
室
と
し

て
「
パ
ワ
ー
ポ
イ
ン
ト
」
の

実
習
や
絵
手
紙
教
室
、
身
体

測
定
デ
モ
等
の
実
演
も
行
わ

れ
た
。

そ
し
て
、
2
日
間
共
通
イ

ベ
ン
ト
プ
ロ
グ
ラ
ム
と
し
て

個
人
の
作
品
展
示
及
び
団
体

活
動
の
展
示
、
バ
ザ
ー
、
お

も
て
な
し
の
抹
茶
・
菓
子
の

サ
ー
ビ
ス
が
あ
る
茶
席
處
が

設
け
ら
れ
た
。

す
べ
て
の
イ
ベ
ン
ト
が
終

了
し
た
後
、
講
堂
に
お
い
て

賛
助
券
協
力
者
の
交
流
パ
ー

テ
ィ
ー
が
開
催
さ
れ
た
。
プ

ロ
の
ア
コ
ー
デ
ィ
オ
ン
奏
者

の
演
奏
が
あ
り
、
壇
上
で
は

岡
部
学
長
が
自
ら
タ
ク
ト
を

振
っ
て
合
唱
の
指
揮
を
執
ら

れ
、
会
場
を
盛
り
上
げ
て
く

だ
さ
っ
た
。

今
年
の
フ
ェ
ス
タ
で
は
、

56
名
の
学
生
・
同
窓
会
員
が

実
行
委
員
と
し
て
運
営
に
協

力
し
た
。
運
営
経
費
に
充
当

す
る
賛
助
券
は
191
枚
の
購
入

が
あ
り
、
前
年
よ
り
も
多
数

の
参
加
、
協
力
を
得
た
。

左
記
日
程
に
て
、
個
別
相

談
を
含
む
オ
ー
プ
ン
キ
ャ
ン

パ
ス
を
開
催
し
ま
す
。
オ
ー

プ
ン
キ
ャ
ン
パ
ス
に
は
、
在

学
生
も
参
加
で
き
ま
す
。

開
催
日
＝
12
月
14
日
（
土
）
、

1
月
18
日
（
土
）
、
2
月
8

日
（
土
）
、
2
月
16
日
（
日
）

時

間
＝
い
ず
れ
も
14
時
～

内

容
＝
大
学
の
概
要
説
明
、

履
修
案
内
、
卒
業
生
の
体
験

談
、
施
設
見
学
、
個
別
相
談

な
ど平

成
26
年
度
1
学
期
（
4

月
入
学
）
の
学
生
募
集
が
始

ま
り
ま
し
た
。

皆
さ
ん
の
周
り
に
放
送
大

学
に
興
味
・
関
心
の
あ
る
方

が
お
ら
れ
ま
し
た
ら
是
非
、

ご
紹
介
く
だ
さ
い
。
紹
介
さ

れ
た
方
が
入
学
し
た
場
合
、

薄
謝
を
進
呈
い
た
し
ま
す
。

＊
出
願
期
間
は
次
の
通
り
。

①
イ
ン
タ
ー
ネ
ッ
ト
出
願
＝

11
月
15
日
（
金
）
か
ら
受
付

開
始

②
郵
送
に
よ
る
出
願
＝

12
月
1
日
（
日
）
～
2
月
28

日
（
金
）
本
部
必
着

面
接
授
業
の
追
加
登
録
は

空
席
が
あ
れ
ば
、
原
則
と
し

て
最
初
の
開
講
日
の
１
週
間

前
ま
で
受
付
し
て
い
ま
す
。

ま
だ
空
席
の
あ
る
科
目
も
あ

り
ま
す
の
で
、
ご
確
認
の
う

え
申
し
込
み
く
だ
さ
い
。

な
お
、
授
業
準
備
の
都
合

上
１
週
間
前
ま
で
受
け
付
け

ら
れ
な
い
科
目
も
あ
り
ま
す

の
で
、
ご
注
意
く
だ
さ
い
。

通
信
指
導
の
提
出
期
限
は
、

11
月
29
日
（
金
）
で
す
。
忘

れ
ず
に
提
出
し
ま
し
ょ
う
。

答
案
を
提
出
し
な
い
と
単

位
認
定
試
験
が
受
け
ら
れ
な

く
な
り
ま
す
の
で
注
意
し
て

く
だ
さ
い
。

合
否
結
果
は
「
単
位
認
定

試
験
通
知
（
受
験
票
）
」
に

よ
っ
て
通
知
さ
れ
ま
す
。
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学
生
新
聞

第7回埼玉フェスタ開催

熱意、協力、行動力を結集
放送大学創立30周年記念行事も

締
め
切
り
迫
る

通
信
指
導

笹
原
誠
二

昨
年
の
訪
日
外

国
人
は
838
万
人
で
、

日
本
に
来
る
外
国

人
観
光
客
は
観
光

や
買
い
物
目
的
よ

り
も
、
そ
の
動
機

の
第
1
位
は
実
に
「
日
本
食

を
堪
能
す
る
こ
と
」
に
あ
る

と
言
わ
れ
て
い
る
。
世
界
で

大
ブ
ー
ム
を
巻
き
起
こ
し
て

い
る
寿
司
の
本
場
で
あ
り
、

牛
丼
に
ラ
ー
メ
ン
、
カ
レ
ー

と
い
っ
た
大
衆
食
か
ら
、
刺

身
、
会
席
料
理
、
し
ゃ
ぶ
し
ゃ

ぶ
と
い
っ
た
日
本
食
の
味
わ

い
は
、
他
の
追
随
を
許
さ
な

い
ほ
ど
高
く
評
価
さ
れ
て
い

る
ら
し
い
。

私
も
外
国
旅
行
に
行
く
度

に
各
地
の
名
物
料
理
を
食
べ

る
こ
と
に
し
て
い
る
が
、
マ

ル
セ
イ
ユ
の
ブ
イ
ヤ
ベ
ー
ス
、

中
国
の
北
京
ダ
ッ
ク
や
中
華

料
理
、
イ
タ
リ
ア
料
理
、
フ

ラ
ン
ス
料
理
に
し
て
も
、
現

地
で
食
べ
る
よ
り
日
本
で
食

べ
る
方
が
は
る
か
に
お
い
し

い
と
感
じ
る
こ
と
が
あ
る
。

先
日
、
東
洋
航
路
最
大
の

ク
ル
ー
ズ
船
で
ア
ジ
ア
ク
ル
ー

ズ
に
参
加
し
た
が
、
船
内
で

の
豪
華
な
食
事
も
さ
す
が
に

3
日
目
と
な
る
と
飽
き
て
し

ま
い
、
つ
い
つ
い
バ
イ
キ
ン

グ
・
レ
ス
ト
ラ
ン
へ
と
足
が

向
い
て
し
ま
っ
た
。
長
崎
港

に
入
港
し
た
日
は
下
船
し
て
、

昼
食
は
長
崎
ち
ゃ
ん
ぽ
ん
の

発
祥
の
店
・
四
海
楼
で
本
場

の
ち
ゃ
ん
ぽ
ん
を
注
文
し
た
。

観
光
客
の
外
に
地
元
の
客
も

多
く
1
時
間
ほ
ど
待
た
さ
れ

た
が
、
懐
か
し
い
味
を
堪
能

し
て
船
に
戻
っ
た
。

日
本
の
都
会
地
で
は
殆
ど

の
国
の
料
理
も
食
べ
る
こ
と

が
で
き
る
。
し
か
も
、
本
場

の
料
理
が
居
な
が
ら
に
し
て

現
地
よ
り
安
価
で
お
い
し
く

食
べ
ら
れ
る
。
（
あ
あ
、
日

本
人
に
生
ま
れ
て
よ
か
っ
た
）

学生手帳

オ
ー
プ
ン
キ
ャ
ン
パ
ス

の
開
催

面
接
授
業
の

追
加
登
録

来
年
度
（
4
月
入
学
）

の
学
生
募
集
の
開
始Ｑ

放
送
大
学
に

入
学
さ
れ
た
き
っ

か
け
は
。

Ａ

昭
和
63
年
、

40
歳
の
時
に
編
入

し
ま
し
た
。
会
社
で
新
し
い
職
種
に

転
勤
と
な
り
専
門
知
識
を
身
に
付
け

た
い
と
思
っ
た
か
ら
で
す
。
当
時
、

会
社
の
社
宅
が
与
野
市
に
あ
り
埼
玉

学
習
セ
ン
タ
ー
ま
で
徒
歩
15
分
程
で
、

仕
事
の
帰
り
に
夜
間
面
接
授
業
も
受

け
ら
れ
て
と
て
も
便
利
で
し
た
。
2
、

3
年
で
卒
業
す
る
つ
も
り
で
し
た
。

Ｑ

そ
れ
が
ど
う
し
て
25
年
間
も
学

び
続
け
る
こ
と
に
な
っ
た
の
で
す
か
。

Ａ

と
こ
ろ
が
直
ぐ
に
、
当
時
は
ま

だ
放
送
授
業
の
視
聴
不
可
能
な
福
島

県
に
転
勤
と
な
っ
て
し
ま
い
ま
し
た
。

こ
う
な
っ
た
ら
長
期
戦
で
卒
業
ま
で

頑
張
る
し
か
な
い
と
覚
悟
を
決
め
ま

し
た
。
必
修
だ
っ
た
卒
業
論
文
も
2

年
が
か
り
で
仕
上
げ
ま
し
た
。
ゼ
ミ

の
仲
間
の
真
摯
な
学
習
態
度
に
励
ま

さ
れ
な
が
ら
、
最
初
の
卒
業
ま
で
は

結
局
５
年
も
か
か
り
ま
し
た
。
東
京

に
戻
っ
た
こ
と
も
あ
り
、
こ
の
ま
ま

終
わ
ら
せ
る
の
は
忍
び
な
い
、
ま
だ

ま
だ
学
び
た
い
と
い
う
気
に
な
り
、

再
入
学
し
ま
し
た
。
卒
業
の
度
に
そ

ん
な
こ
と
を
繰
り
返
し
、
気
が
つ
い

た
ら
6
専
攻
卒
業
し
て
い
た
と
い
う

感
じ
で
す
。
そ
の
間
、
茨
城
、
栃
木

と
転
勤
が
あ
り
ま
し
た
が
、
埼
玉
学

習
セ
ン
タ
ー
へ
は
通
え
る
と
こ
ろ
な

の
で
、
ず
っ
と
埼
玉
に
所
属
し
て
お

り
ま
す
。

Ｑ

在
学
中
で
印
象
に
残
っ
て
い
る

出
来
事
は
。

Ａ

単
位
認
定
試
験
の
前
日
、
余
裕

を
見
て
大
雪
の
福
島
か
ら
出
た
け
れ

ど
、
首
都
圏
も
大
雪
で
埼
玉
学
習
セ

ン
タ
ー
に
辿
り
つ
い
た
時
は
試
験
は

終
わ
っ
て
い
た
事
も
あ
り
ま
し
た
。

一
回
目
の
産
業
と
技
術
の
卒
業
の
後

は
、
ゼ
ミ
の
仲
間
と
文
京
で
学
生
相

互
の
学
習
サ
ー
ク
ル
「
大
樹
」
を
立

ち
上
げ
た
事
や
、
埼
玉
で
英
語
倶
楽

部
の
前
身
を
設
立
し
た
事
な
ど
が
楽

し
い
思
い
出
と
な
っ
て
い
ま
す
。

Ｑ

在
学
生
に
対
す
る
ア
ド
バ
イ
ス

が
あ
り
ま
し
た
ら
。

Ａ

無
理
を
せ
ず
仕
事
優
先
で
、
良

い
意
味
で
の
マ
イ
ペ
ー
ス
で
進
め
て

い
く
こ
と
が
続
け
ら
れ
る
こ
と
に
な

り
ま
す
。
関
連
す
る
科
目
を
ま
と
め

て
履
修
す
る
と
、
体
系
的
に
効
率
よ

く
勉
強
で
き
る
と
思
い
ま
す
。
で
き

れ
ば
、
複
数
の
専
攻
を
履
修
す
る
の

も
面
白
い
と
思
い
ま
す
。

Ｑ

今
後
の
抱
負
は
。

Ａ

会
社
の
ほ
う
は
１
年
前
に
定
年

を
迎
え
ま
し
た
が
、
学
ぶ
こ
と
に
は

定
年
は
あ
り
ま
せ
ん
。
引
き
続
き
新

設
の
情
報
コ
ー
ス
を
履
修
し
ま
す
が
、

今
度
は
、
古
典
や
歴
史
な
ど
に
も
寄

り
道
し
な
が
ら
、
ゆ
っ
く
り
と
学
ぶ

楽
し
み
、
知
る
喜
び
を
堪
能
し
た
い

と
思
い
ま
す
。

イ
ン
タ
ビ
ュ
ー

大
塚
正
信
さ
ん

第
7
回
埼
玉
フ
ェ
ス
タ
（
学
園
祭
）

を
顧
み
て

第
7
回
埼
玉
フ
ェ
ス
タ
は
、
10
月
12
日
、

13
日
の
2
日
間
埼
玉
学
習
セ
ン
タ
ー
で
開

催
さ
れ
ま
し
た
。

放
送
大
学
創
立
30
周
年
記
念
行
事
、
岡

部
学
長
の
記
念
講
演
「
登
山
の
科
学
・
ス

キ
ー
の
科
学
」
並
び
に
埼
玉
学
習
セ
ン
タ
ー

の
「
卒
業
生
・
在
校
生
に
よ
る
放
送
大
学

で
の
学
び
を
語
る
会
」
が
開
催
さ
れ
ま
し

た
。「

フ
ェ
ス
タ
」
の
目
的
は
、
学
生
同
士
、

同
窓
会
員
、
教
職
員
の
皆
様
の
仲
間
意
識

を
高
め
、
交
流
の
輪
を
広
げ
る
場
の
提
供

と
認
識
し
て
お
り
ま
す
。

実
行
委
員
、
学
習
セ
ン
タ
ー
、
同
窓
会

の
皆
様
の
ご
支
援
、
ご
協
力
を
賜
り
盛
大

に
開
催
さ
れ
ま
し
た
こ
と
を
厚
く
お
礼
申

し
上
げ
ま
す
。

こ
の
9
月
に
「
自
然
と

環
境
コ
ー
ス
」
を
卒
業
し
、

埼
玉
学
習
セ
ン
タ
ー
か
ら

「
生
涯
学
習
奨
励
賞
・
金

剛
賞
」
と
本
部
か
ら
は

「
放
送
大
学
名
誉
学
生
」

の
称
号
を
頂
き
、
大
変
恐

縮
し
て
い
ま
す
。

定
年
退
職
し
た
平
成
14

年
に
本
校
に
入
学
し
て
か

ら
、
11
年
目
に
な
り
ま
す
。

こ
の
10
月
に
は
、
「
情
報

コ
ー
ス
」
に
再
入
学
し
ま

し
た
。
埼
玉
Ｃ
Ｓ
Ｃ
交
流

会
、
同
窓
会
、
サ
ー
ク
ル

の
仲
間
た
ち
と
一
緒
に
、

残
さ
れ
た
数
年
間
を
目
い
っ

ぱ
い
楽
し
み
た
い
と
思
っ

て
い
ま
す
。

入
学
当
初
は
、
1
つ
の

コ
ー
ス
を
卒
業
し
た
ら
そ

れ
で
や
め
て
も
よ
い
と
気

楽
に
構
え
て
い
ま
し
た
が
、

い
ざ
卒
業
を
迎
え
る
と
、

Ｃ
Ｓ
Ｃ
交
流
会
や
サ
ー
ク

ル
活
動
に
身
が
入
っ
て
、

あ
っ
と
い
う
間
の
10
年
間

で
し
た
。

「
学
ぶ
こ
と
は
知
る
こ

と
、
学
ぶ
こ
と
は
喜
び
」

と
学
歌
に
あ
り
ま
す
が
、

入
学
以
来
知
ら
な
い
こ
と

の
多
さ
に
気
づ
き
、
新
し

い
知
識
を
得
る
こ
と
の
大

切
さ
を
痛
感
さ
せ
ら
れ
な

が
ら
、
充
実
し
た
時
間
を

過
ご
す
こ
と
が
で
き
ま
し

た
。
今
後
も
で
き
る
だ
け

多
く
の
知
人
と
交
流
を
重

ね
、
6
回
目
の
卒
業
を
目

指
し
て
行
き
た
い
と
心
を

新
た
に
し
て
い
ま
す
。

「
卒
業
に
よ
せ
て
」

笹
原
誠
二

埼
玉
Ｃ
Ｓ
Ｃ
交
流
会

代
表

嶋
﨑
洋
明



12
月
12
日
（
木
）

サ
ン
ト
リ
ー
ホ
ー
ル
・

カ
ラ
ヤ
ン
広
場
に
11
時
45

分
集
合

①
サ
ン
ト
リ
ー
ホ
ー
ル

で
オ
ル
ガ
ン
プ
ロ
ム
ナ
ー

ド
コ
ン
サ
ー
ト

②
国
立
新
美
術
館
「
印

象
派
を
超
え
て
点
描
の

画
家
た
ち
」

③
特
別
忘
年
会

1
月
8
日
（
水
）

「
新
年
会
」
J
A
C
K
ビ

ル
１
F
ロ
ビ
ー
に
11
時
30

分
集
合

定
例
勉
強
会

12
月
７
日
（
土
）
、
21
日

（
土
）

い
ず
れ
も
10
時
～
15
時

内
容
は
「
伊
達
騒
動
」

開
催
日
：
12
月
3
日
・
10

日
・
17
日

懇
親
会
：
17
日

大
宮
駅
西
口
D
O
M
庄
屋

13
時
～
15
時

12
月
24
日
（
中
止
）
、
26

年
1
月
は
休
止

活
動
日
＝
11
月
28
日
、

12
月
12
日
、
12
月
26
日
、

1
月
9
日

場
所
＝
第
５
講
義
室

時
間
＝
13
時
～
17
時

定
例
会

12
月
3
、
10
、
17
日

1
月
12
日
、
2
月
9
日
、
3

月
1
日
の
公
開
講
演
会
会
場

で
大
学
叢
書
の
割
引
販
売

定
例
会
＝
12
月
10
日
（
火
）

12
時
～
定
例
会

13
時
～
忘
年
会
（
ボ
ラ
ボ

ラ
大
宮
店
）

１
月
14
日
（
火
）
13
時
～

パ
ソ
コ
ン
教
室

12
月
3
日
、
24
日

1
月
は
休
講

夜
明
け
前
の
東
の
空
に
輝

く
ア
イ
ソ
ン
彗
星
が
、
11
月

29
日
の
太
陽
最
接
近
の
と
き

に
は
、
肉
眼
で
も
見
え
る
と

い
わ
れ
て
お
り
、
好
奇
心
が

そ
そ
ら
れ
ま
す
。

次
号
は
1
月
中
旬
発
行
予

定
で
す
。
皆
様
の
投
稿
を
お

待
ち
し
て
い
ま
す

第２９号 学 生 新 聞 平成２５年１１月２４日2

随
行
記
の
最
後
に
、
巡

検
中
の
私
た
ち
の
食
欲
を

満
足
さ
せ
て
く
れ
た
、
南

部
料
理
の
話
で
、
締
め
く

く
ろ
う
と
思
う
。

ア
ト
ラ
ン
タ
の
朝
食
の

ブ
ッ
フ
ェ
に
は
、
お
な
じ

み
の
ア
メ
リ
カ
ン
ブ
レ
ッ

ク
フ
ァ
ー
ス
ト
の
他
に
、

グ
リ
ッ
ツ
と
い
う
、
ト
ウ

モ
ロ
コ
シ
の
胚
乳
部
を
粥

状
に
し
た
も
の
が
並
ぶ
。

オ
ー
ト
ミ
ー
ル
と
お
粥
の

ハ
ー
フ
と
い
っ
た
感
じ
だ

ろ
う
か
。
そ
の
ま
ま
で
も
、

ス
ク
ラ
ン
ブ
ル
エ
ッ
グ
や

ケ
チ
ャ
ッ
プ
な
ど
と
一
緒

に
食
べ
て
も
良
い
。

昼
食
は
、
南
部
料
理
の

有
名
店
を
予
約
し
て
あ
る
。

メ
イ
ン
は
ポ
ー
ク
リ
ブ
、

少
し
甘
め
の
ソ
ー
ス
が
ア

メ
リ
カ
人
好
み
ら
し
い
。

パ
ン
は
、
南
部
の
コ
ー
ン

ブ
レ
ッ
ド
で
、
ほ
ん
の
り

甘
く
て
香
ば
し
い
。
桃
の

州
ら
し
く
、
デ
ザ
ー
ト
は

ピ
ー
チ
メ
ル
バ
を
い
た
だ

く
。
桃
は
ジ
ョ
ー
ジ
ア
の

シ
ン
ボ
ル
だ
が
、
農
産
物

の
一
位
は
、
実
は
チ
キ
ン

だ
、
と
巡
検
の
資
料
に
あ

る
。

夜
は
、
フ
ー
タ
ー
ズ
ヘ
、

そ
の
チ
キ
ン
を
食
べ
に
行

く
。
ナ
イ
ス
バ
デ
ィ
の
お

嬢
さ
ん
が
サ
ー
ブ
し
て
く

れ
る
こ
と
で
有
名
な
こ
の

店
の
メ
イ
ン
は
、
手
羽
の

唐
揚
だ
。
某
有
名
フ
ァ
ー

ス
ト
フ
ー
ド
店
と
は
ま
た

違
い
、
ス
パ
イ
シ
ー
で
、

お
い
し
い
。
銀
座
に
も
出

店
し
て
い
る
よ
う
な
の
で
、

機
会
が
あ
れ
ば
訪
ね
て
み

た
い
。

ジ
ョ
ー
ジ
ア
大
学
の
パ
ー

テ
ィ
ー
で
い
た
だ
い
た
ペ

カ
ン
パ
イ
は
、
南
部
の
代

表
的
な
パ
イ
だ
。
鬼
胡
桃

と
コ
ー
ン
シ
ロ
ッ
プ
で
つ

く
る
こ
の
パ
イ
は
、
特
別

な
日
に
、
各
家
庭
で
作
る

南
部
の
母
の
味
だ
。
か
な

り
甘
い
が
、
米
国
在
住
の

日
本
人
ガ
イ
ド
は
、
大
層
、

気
に
入
っ
た
様
子
で
あ
る
。

ア
ト
ラ
ン
タ
を
後
に
し

て
、
い
よ
い
よ
フ
ロ
リ
ダ

へ
向
か
う
。
途
中
、
サ
ー

ビ
ス
エ
リ
ア
に
て
、
フ
ロ

リ
ダ
オ
レ
ン
ジ
ジ
ュ
ー
ス

を
い
た
だ
く
。
照
り
つ
け

る
日
差
し
は
す
で
に
、
初

夏
の
よ
う
。
目
の
前
で
生

搾
り
さ
れ
た
オ
レ
ン
ジ
の

冷
た
く
、
甘
酸
っ
ぱ
い
果

汁
が
、
口
の
中
い
っ
ぱ
い

に
広
が
り
、
疲
れ
を
い
や

し
て
く
れ
る
。

フ
ロ
リ
ダ
で
は
、
ス
ト
ー

ン
ク
ラ
ブ
を
食
べ
よ
う
と

目
論
ん
だ
が
、
時
季
外
れ

で
、
蟹
が
海
老
に
変
身
し

た
。
で
も
、
と
て
も
立
派

な
ロ
ブ
ス
タ
ー
で
、
大
満

足
す
る
。
他
に
も
、
ワ
ニ

の
フ
リ
ッ
タ
ー
は
、

鶏
肉
に
似
て
い
る
が
、

フ
ー
タ
ー
ズ
の
唐
揚

よ
り
あ
っ
さ
り
し
て

い
て
、
こ
れ
も
ま
た

お
い
し
い
。

デ
ザ
ー
ト
に
出
さ

れ
た
キ
ー
ラ
イ
ム
パ

イ
の
起
源
は
、
十
九

世
紀
に
遡
る
。
フ
ロ

リ
ダ
キ
ー
ズ
に
自
生

す
る
、
小
さ
な
緑
色

の
柑
橘
系
果
実
『
キ
ー

ラ
イ
ム
』
と
コ
ン
デ

ン
ス
ミ
ル
ク
で
作
ら

れ
る
、
フ
ロ
リ
ダ
州

名
物
の
パ
イ
だ
。
キ
ー

ラ
イ
ム
の
強
い
酸
味

と
香
り
、
濃
厚
な
コ

ン
デ
ン
ス
ミ
ル
ク
の

甘
み
が
、
フ
ロ
リ
ダ
の

強
い
日
差
し
を
想
像
さ

せ
る
。

キ
ー
ラ
イ
ム
が
自
生

し
て
い
る
の
を
見
て
み

た
く
な
っ
た
。
そ
し
て
、

あ
の
日
差
し
の
中
で
、

ま
た
キ
ー
ラ
イ
ム
パ
イ

を
食
べ
た
く
な
っ
た
。

さ
あ
、
ま
た
旅
に
出
よ

う
か
。

投
稿
コ
ー
ナ
ー

サ
ー
ク
ル
案
内

サ
ー
ク
ル

お
お
み
や

江
戸
時
代
の

古
文
書
を
読
む
会

放
送
大
学
熟
年
会

健
康
体
操
研
究
会

編
集
後
記

私
に
と
っ
て
今
回
の
研
修
旅

行
は
、
10
年
ぶ
り
で
2
回
目
の

参
加
で
あ
っ
た
が
、
様
々
な
事

象
を
考
え
さ
せ
ら
れ
る
と
て
も

イ
ン
パ
ク
ト
の
強
い
内
容
で
あ
っ

た
。
特
に
参
考
に
な
っ
た
の
は
、

菅
野
教
授
に
よ
る
地
理
学
的
な

物
の
見
方
に
つ
い
て
の
解
説
で

あ
る
。
こ
の
講
義
を
受
け
る
中

で
、
自
然
の
景
観
と
人
工
物
と

が
分
離
さ
れ
、
時
間
の
流
れ
で

見
ら
れ
る
よ
う
に
な
っ
た
こ
と
。

ま
た
、
そ
れ
ぞ
れ
の
構
造
物
と

社
会
と
の
関
わ
り
を
感
じ
な
が

ら
、
全
体
の
風
景
を
見
る
よ
う

な
視
点
に
立
て
た
こ
と
な
ど
、

問
題
意
識
を
持
つ
こ
と
に
よ
り
、

車
窓
の
風
景
が
一
変
し
た
。

最
初
の
訪
問
場
所
で
あ
る
軽

井
沢
で
は
、
明
治
期
を
迎
え
た

日
本
が
、
多
く
の
外
国
人
の
知

恵
を
借
り
な
が
ら
近
代
化
を
推

し
進
め
る
中
で
、
そ
の
人
々
が

高
温
多
湿
の
夏
を
乗
り
切
る
た

め
、
地
理
的
条
件
や
風
土
が
避

暑
地
と
し
て
絶
好
の
土
地
で
あ

る
軽
井
沢
に
着
目
し
、
別
荘
地

を
造
っ
た
そ
の
歴
史
的
な
背
景

や
、
そ
の
後
高
原
避
暑
地
と
し

て
現
在
ま
で
ど
の
よ
う
に
開
発

が
進
め
ら
れ
た
か
に
つ
い
て
、

方
向
性
の
変
化
や
商
業
的
付
加

価
値
な
ど
、
様
々
な
歴
史
的
背

景
を
知
る
こ
と
が
で
き
た
。

浅
間
山
山
麓
の
鎌
原
観
音
堂

で
は
、
天
明
3
年
の
火
砕
流
に

よ
る
災
害
の
爪
痕
と
、
若
者
が

老
い
た
人
を
背
負
っ
た
格
好
で

発
掘
さ
れ
た
事
柄
を
通
し
て
伝

わ
る
人
間
愛
や
、
住
民
の
精
神

的
な
支
え
と
な
っ
た
観
音
堂
へ

の
信
仰
が
現
在
ま
で
粛
々
と
受

け
継
が
れ
て
い
る
こ
と
な
ど
を

通
し
、
当
時
の
教
訓
が
現
在
の

私
達
ま
で
危
機
意
識
と
し
て
受

け
継
が
な
け
れ
ば
な
ら
な
い
様
々

な
自
然
災
害
に
対
す
る
備
え
に

つ
い
て
教
え
を
受
け
た
。

八
ツ
場
ダ
ム
で
は
、
「
コ
ン

ク
リ
ー
ト
か
ら
人
へ
」
と
い
う

民
主
政
権
下
で
政
争
的
な
シ
ン

ボ
ル
と
も
な
っ
た
ダ
ム
建
設
の

現
状
を
見
た
率
直
な
感
想
と
し

て
、
計
画
か
ら
60
年
余
り
を
費

や
し
て
ま
だ
完
成
に
至
ら
な
い

こ
と
へ
の
疑
問
と
、
整
備
さ
れ

過
ぎ
た
よ
う
に
感
じ
ら
れ
る
道

路
や
イ
ン
フ
ラ
が
、
ダ
ム
建
設

と
い
う
一
つ
の
地
場
産
業
化
さ

れ
た
シ
ス
テ
ム
の
上
に
成
り
立
っ

て
い
る
の
で
は
な
い
か
と
い
う

疑
念
で
あ
る
。
そ
こ
に
は
、
ダ

ム
本
来
の
必
要
性
以
上
に
、
原

子
力
村
や
沖
縄
県
の
基
地
問
題

な
ど
と
、
ど
こ
か
共
通
す
る
利

益
誘
導
型
の
公
共
投
資
の
構
図

が
あ
る
の
で
は
な
い
だ
ろ
う
か
。

「
ア
メ
リ
カ
南
部
巡
検
」

随
行
記

番
外
編

勝
山

佳
子

（
埼
玉
学
習
セ
ン
タ
ー

教
務
係
）

埼
玉
同
窓
会

囲
碁
専
科

今年もノーベル賞の季節が巡ってきた。今

年のノーベル賞のうち、自然科学部門につい

て注目してみた。

[医学・生理学賞] 細胞の輸送システムを解

明した、エール大学ジェームズ・ロスマン、

スタンフォード大学トーマス・スードフ、カ

リフォルニア大学バークレー校ランディ・シェ

クマンの3人。

命ある生物はすべて細胞から成る。そして、

それぞれの細胞は“工場”として、血液や脳、

骨など、あらゆる分子を作り出し出荷する。

細胞は、タンパク質やホルモンなど、作り出

した物質を「小胞」というパッケージにまと

めており、この小胞が荷物として細胞膜から

体の各器官に放出される。しかし、出荷され

た“品物”がなぜ正しい場所に輸送されるの

かは謎だった。

1970年代にシェクマン氏が小胞の輸送を管

理する遺伝子を発見。それを受けて1980年代

にロスマン氏が、小胞と細胞表面にそれぞれ

“ファスナーの片方”が付いていて、受け手

側との“両方の歯が合致する”と、品物が配

達される仕組みを明らかにした。

その後、スードフ氏が小胞の配達時間を調

整するメカニズムを解明している。

選考委員会は「3氏の発見により、細胞の内

外部で“荷物”が正しい時間、正しい場所に

輸送されるメカニズムが明らかになった」と

している。

[物理学賞] ヒッグス粒子の存在を予言した、

エディンバラ大学ピーター・ヒッグス、ブリュッ

セル自由大学フランソワ・アングレールの2人。

1964年、ヒッグス氏は未発見だった最後の

粒子であるヒッグス粒子の存在を予言。その

ヒッグス粒子は昨年、欧州原子核研究機構CER

Nの実験によって確かめられたと発表された。

ヒッグス先生は携帯電話を持っておらず、選

考委員会がどうしても事前の連絡が取れなかっ

た。氏は路上で女性に祝福の言葉をかけられ

ても、何のことなのか知らなかったそうだ。

アングレール氏は物質に質量が生じる仕組み

を説明する理論を発表。

[化学賞] 化学分析反応予測 のコンピュータ

活用を研究した、ハーバード大学マーティン・

カープラス、スタンフォード大学マイケル・

レビット、南カリフォルニア大学アリー・ワー

シェルの3人。

従来、非常に時間がかかった化学分析にミ

リ秒単位のコンピュータモデルを導入、一気

にスピードアップが進んだ。 分子モデルの視

覚化は現在、コンピュータを利用した研究が

進んでおり、その起源はカープラスとワーシェ

ルが1972年、網膜の反応を説明するコンピュー

タモデルを構築したことによる。

その後、ワーシェルとレビットが1976年、酵

素などの生物反応の仕組みをコンピュータで

モデル化した。

特に重要な功績は、原子や電子が同時に2つ

の場所に存在するように振る舞うという量子

力学的な影響を、コンピュータモデルに組み

込んだ点にある。「古典力学と量子物理学の

両方を最高の形で活用した」と選考委員会は

述べている。

授賞式は12月10日、スウェーデンのストッ

クホルムで開催される。

俳
句

冬
は
じ
め
水
琴
窟
の
声
白
し

十

詩

ド
ビ
ュ
ッ
シ
ー
の
曲
流
れ
を
り
秋
の
宵

安

代

青
空
に
大
き
く
割
れ
て
栗
の
毬

保

子

初
め
て
の
夫
の
手
料
理
栗
の
飯

明

美

栗
ご
飯
人
差
指
の
傷
の
跡

由

美

夫
ま
さ
ば
倚
り
た
る
も
の
を
長
き
夜

智

子

古
代
米
入
れ
て
炊
き
た
る
栗
の
飯八

重
子

力
走
の
児
が
ゐ
て
囲
む
栗
強
飯

と
く
江

秋
深
み
ゆ
く
故
郷
も
町
の
灯
も

規

子

（
つ
み
草
）

朗
読
の
会
「
こ
こ
ろ
」

詩

歌

今年のノーベル賞
N生

学
生
研
修
旅
行
に

参
加
し
て

小
野
寺

博


